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＜連絡事項＞

・不穏、粗暴的となっているケースに対しての対応について
　→昨日のケースでは、泉ケイ子様が、準夜帯において食事を投げつけたり、火災報知器を鳴らす、スタッフに水をかけるといった行為が見られていたようですが、その様な状況で経過観察という対応が良かったのか、下記の点を踏まえてスタッフはよく考えるようにして下さい。
○このような状況で経過観察とする理由・根拠は何？またそうする必要性はあるのか？

○果たして自身での行動抑制がとれていた状況であったのか？そう判断したのか？

○上記のような状況が、本人や周囲に与える影響を考慮出来ていたのか？

○リスクとして考えられることは？
　少なくとも上記の点を、その時に考え行動する事がスタッフには求められます。何を最優先にしなければならないのか…、そう考えるのであればどう判断・行動する必要があるのかを再考し、看護実践に移していくようにし、病状の悪化や生活能力の低下を最低限に食い止めていくことが看護には求められますので、宜しくお願いします。
＜患者様連絡事項＞

・泉川　ケイ子様～昨日より病状不安定で粗暴的な様子続いている為、本日東Ａユニットへ移動となっています。
・東病棟からの移動患者予定者あり。
　→本日は、菅井浩子様が移動となっています。

　→明日7/14は、千葉光広様移動予定となっています。

<要注目患者様ケース検討>

・松谷　和也様～本日深澤Drの診察があり、本人より“よく眠れない…”との訴えがありました。深澤Drからは、治験中だが不眠時の継続指示薬を使用するように指示がありました。本人へも自ら不眠時等辛い時にはスタッフに話して来るように伝えています。夜間の睡眠状態や日中の活動状況等の確認を行っていくようにして下さい。
＜安ヶ平Dr診察＞
・大橋　照子様～本人より服薬錠剤が３つはあんまり良くないから、４つにして欲しい…との希望があり、明日の朝からリスペリドン（1）2T 2×朝・夕追加となっています。以前の処方内容に戻っています。
・坂　貢様～主治医の火災報知器を押したのか…の確認に、興奮状態となり大声を張り上げ、まとまりの無い訴え聞かれています。主治医より不穏時　レボトミン（25）1A筋注の継続指示がありました。
現在の状況として、なかなか自己抑制出来ない状況となって来ていますので、早い段階で鎮静をかけていくよう継続指示薬を使用していってください。

・坂本 のり子様～スミルスティクを３本出して欲しい…と訴えることありますが、一本の処方に留めています。本人不満げな様子を見せていますので、使用状況の確認を適宜行っていくようにして下さい。
・中居 松男様～発熱後、動作の緩慢さや食事摂取量の低下等、生活・活動レベルの低下が目立って来ています。主治医は食事の摂取量が少ないことを気にかけている様子で、摂取に時間要してる状況を説明しています。今後については、南病棟への移動も考慮し、本人のケアにあたっていくようにして下さい。
・中山　真由美様～主治医よりお盆あたりの退院はどうか…と確認を取られ、本人困惑した様子を見せています。退院については時期尚早と評価をしますが、最近の外出状況に関しては、特に問題は見られていないと評価することが出来ます。今後については、外泊等を家族にすすめていき、家族関係の調整を図っていくよう担当スタッフはプランを立てていって下さい。
